
不
法
占
用
の
放
置
と
行
政
の
責
任

ー
は
み
出
し
自
動
販
売
機
住
民
訴
訟

へ最
高
裁
〉

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之

こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
判
決

(東
京
高
裁
平
成
一
二
年

三
月
三
一
日
判
例
地
方
自
治
二
〇
五
号
硯
ペ
ー
ジ
)
は
、

①
知
事
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
一
審
同
様
却
下
し

た
が
、
②
自
動
販
売
機
の
所
有
者
等
に
対
す
る
請
求
に
つ

い
て
も
、
占
用
料
を
徴
収
す
る
か
否
か
は
知
事
の
裁
量
の

範
囲
内
で
あ
る
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。
最
高
裁
は
、

①
知
事
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て
、
上
告
不
受
理
の
決
定

を
行
い
、
②
自
動
販
売
機
の
所
有
者
等
に
対
す
る
請
求
に

つ
い
て
は
、
原
審
を
支
持
し
た
。

以
下
、
本
件
の
②
に
関
し
最
高
裁

(平
成
一
六
年
四
月

一
三
日
判
時
一
人
五
七
号
館
ペ
ー
ジ
)
の
判
断
を
紹
介
す

る
。

=

事
案
の
棚
覇

本
件
は
、
東
京
都
の
住
民
で
あ
る
上
告
入
ら
が
、
商
品

製
造
業
者
で
あ
る
被
上
告
人
ら
は
自
動
販
売
機
を
東
京
都

の
管
理
す
る
都
道
に
権
原
な
く
は
み
出
し
て
設
置
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
東
京
都
は
都
道
の
占
用
料
相
当
額
の
損
害
を

被
っ
た
と
し
て
、
地
方
自
治
法

(平
成
一
四
年
法
律
第
四

号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
以
下
同
じ
。)
二
四
二
条
の

は
じ
め
幅

本
件
は
、
道
路
に
お
け
る
違
法
な
占
用
物
件
の
放
置
に

よ
り
行
政
の
責
任
が
問
わ
れ
た
著
名
な
事
例
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
消
費
者
団
体
等
が
、
都
知
事
に
対
し
て
、
都
道

上
に
は
み
出
し
て
設
置
さ
れ
た
自
動
販
売
機
の
占
用
料
不

払
い
に
関
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
又
は
損
害
賠
償
請

求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
の
違
法
確
認
を
求
め
、
自
動
販

売
機
を
所
有
等
す
る
商
品
製
造
業
者

(た
ば
こ
又
は
清
涼

飲
料
水
等
の
商
品
の
製
造
業
者
)
に
対
し
、
知
事
に
代
位

し
て
、
不
当
利
得
返
還
請
求
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
審
判
決

(東
京
地
裁
平
成
七
年
七
月
二
六
日
判
時

一
五
四
〇
号
脇
ペ
ー
ジ
)
は
、
①
知
事
に
対
し
、
違
法
に

公
金
の
賦
課
･
徴
収
若
し
く
は
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実

を
対
象
と
し
て
違
法
確
認
を
求
め
た
と
し
て
も
、
当
該
怠

る
事
実
に
該
当
す
る
財
務
会
計
上
の
作
為
義
務
が
個
別
具

体
的
に
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
却
下

し
た
が
、
②
自
動
販
売
機
の
所
有
者
等
に
対
す
る
知
事
の

代
位
請
求
に
つ
い
て
は
、
占
用
料
相
当
額
を
不
当
利
得
と

し
て
一
部
認
容
し
た
。

二
第

一
項
四
号
に
基
づ
き
、
東
京
都
に
代
位
し
て
、
被

上
告
入
ら
に
対
し
、
不
当
利
得
返
還
等
を
請
求
し
た
住

民
訴
訟
で
あ
る
。

三

訴
訟
の
経
過

提

訴

日

…平
成

六
年
一
月
一
四
日

一
審
判
決

"平
成

七
年
七
月
二
六
日
(東
京
地
裁
)

二
審
判
決

…平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
(東
山星
局
裁
)

上
告
審
判
決
"平
成
一
六
年
四
月
二
三
日

(最
高
裁
)

三

最
高
裁
の
判
断

覇
=国
□

I

道
路
が
権
原
な
く
占
有
さ
れ
た
場
合
、
道
路
管
理

者
は
、
占
有
者
に
対
し
、
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠

償
請
求
権
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る

か
。

n

道
路
占
用
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
都
道
に
は
み

出
し
て
設
置
さ
れ
た
た
ば
こ
等
の
自
動
販
売
機
を
設

置
し
た
販
売
商
品
の
製
造
業
者
が
、
東
京
都
の
指
導

に
応
じ
、
費
用
の
負
担
を
し
て
上
記
自
動
販
売
機
を

撤
去
し
た
こ
と
な
ど
判
示
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い

て
は
、
東
京
都
が
そ
の
業
者
に
対
し
て
上
記
自
動
販

売
機
の
設
置
に
よ
る
都
道
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠

償
請
求
又
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
し
な
い

こ
と
は
違
法
か
。
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-事
実
関
係
の
概
要
-

①

｢主
婦
連
合
会
｣
、
｢タ
バ
コ
と
健
康
全
国
協
議
会
｣
、

｢日
本
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
連
絡
協
議
会
｣
な
ど
の
市
民

団
体

(以
下

｢主
婦
連
等
｣
と
い
う
。)
は
、
自
動
販

売
機
が
道
路
に
は
み
出
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
通
行

の
妨
害
に
な
り
、
ま
た
、
酒
及
び
た
ば
こ
の
自
動
販
売

機
は
未
成
年
者
の
飲
酒
喫
煙
の
防
止
の
観
点
か
ら
望
ま

し
く
な
い
な
ど
と
し
て
、
都
道
に
は
み
出
し
て
設
置
さ

れ
た
自
動
販
売
機

(以
下

｢は
み
出
し
自
動
販
売
機
｣

と
い
う
。)
を
撤
去
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
始
め
る
こ

と
と
し
、
平
成
二
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
行
っ
た

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
同
年
一
〇
月
四
日
、
東
京
都

そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
、
酒
類
及
び
た
ば
こ
の
製
造

業
者
等
に
対
し
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の
撤
去
を
促

す
趣
旨
の
申
入
れ
を
し
た
。
さ
ら
に
、
主
婦
連
等
は
、

被
上
告
入
ら
を
含
む
商
品
製
造
業
者
に
対
し
、
は
み
出

し
自
動
販
売
機
の
撤
去
を
要
請
す
る
な
ど
、
は
み
出
し

自
動
販
売
機
の
撤
去
運
動
を
進
め
た
。

②
東
京
都
は
、
主
婦
連
等
の
前
記
申
入
れ
を
受
け
て
、

平
成
二
年
一
0
月
末
日
こ
ろ
、
自
動
販
売
機
関
係
団
体

に
対
し
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の
移
設
、
撤
去
等
の

是
正
措
置
を
と
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

次
い
で
、
東
京
都
が
、
同
三
年
一
月
か
ら
一
二
月
に

か
け
て
、
道
路
延
長
約
六
〇
四
m
に
わ
た
り
、
は
み
出

し
自
動
販
売
機
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
同
四
年
六
月
、
一
、
五
三
九
台
が
道
路
に
は
み
出

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
東
京
都
は
、

上
記
調
査
結
果
を
受
け
て
、
商
品
製
造
業
者
及
び
そ
の

上
部
団
体
並
び
に
自
動
販
売
機
関
係
団
体
に
対
し
、
是

正
指
導
を
す
る
と
と
も
に
、
商
品
製
造
業
者
に
対
し
、

は
み
出
し
自
動
販
売
機
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
そ
の

是
正
計
画
を
同
五
年
三
月
末
日
ま
で
に
書
面
で
提
出
す

る
こ
と
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
は
、
同
年
五
月

一
四
日
、
商
品
製
造
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
実
態
調
査

及
び
是
正
計
画
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
個
々
の
は
み
出
し
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
そ
の

管
理
者
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
そ
の
た
め
に
は

多
数
の
人
員
と
多
額
の
費
用
を
要
す
る
と
想
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
や
商
品
製
造
業

者
に
対
し
て
協
力
を
要
請
し
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機

の
撤
去
等
の
是
正
措
置
の
促
進
を
指
導
し
た
。

さ
ら
に
、
東
京
都
は
、
同
年
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
同

年
三
一月
一
〇
日
に
か
け
て
、
再
三
に
わ
た
り
、
商
品

製
造
業
者
及
び
そ
の
上
部
団
体
並
び
に
小
売
店
等
に
対

し
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の
撤
去
等
の
是
正
措
置
を

速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
に
、
そ
の
方
法
、
費
用
負
担
、

期
限
、
関
係
業
者
の
協
力
等
を
含
め
て
具
体
的
か
つ
明

示
的
な
指
導
を
し
た
。

③
被
上
告
人
ら
は
、主
婦
連
等
の
前
記
申
入
れ
を
受
け
、

ま
た
、
上
部
団
体
や
東
京
都
等
の
関
係
行
政
機
関
か
ら

の
指
導
を
受
け
て
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の
撤
去
等

に
よ
り
は
み
出
し
の
是
正
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
道

路
敷
と
私
有
地
と
の
境
界
が
明
確
で
な
い
こ
と
、
他
の

は
み
出
し
物
件
と
自
動
販
売
機
と
の
取
扱
い
の
不
平

等
、
是
正
に
必
要
な
費
用
負
担
、
是
正
不
可
能
な
場
合

の
取
扱
い
な
ど
数
多
く
の
問
題
点
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま

た
、自
動
販
売
機
の
利
便
性
や
有
用
性
を
理
由
と
し
て
、

小
売
店
の
ほ
か
一
般
人
に
も
抵
抗
感
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
そ
の
撤
去
は
、
当
初
必
ず
し
も
円
滑
に
進
ま

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
都
は
、
当
初
の
方
針
を
変

え
ず
、
継
続
し
て
被
上
告
人
ら
の
協
力
を
得
て
そ
の
目

的
の
達
成
を
目
指
し
、
こ
れ
を
受
け
た
被
上
告
人
ら
も
、

小
売
店
等
の
説
得
に
努
め
る
と
と
も
に
、
是
正
に
必
要

な
費
用
の
相
当
部
分
を
負
担
す
る
な
ど
東
京
都
の
是
正

指
導
に
対
し
て
極
め
て
積
極
的
に
対
応
し
、
協
力
を
続

け
た
。
そ
の
結
果
、
本
件
に
お
い
て
上
告
人
ら
の
指
摘

す
る
各
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
三

月

ま
で
に
撤
去
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
当
時
約
三
六
、
0
0

0
台
も
あ
っ
た
東
京
都
内
の
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の

ほ
と
ん
ど
が
同
六
年
初
め
こ
ろ
ま
で
に
撤
去
さ
れ
た
。

④

被
上
告
人
A
株
式
会
社
、
被
上
告
人
B
株
式
会
社
、

被
上
告
人
C
株
式
会
社
は
各
々
所
有
す
る
自
動
販
売
機

を
、
そ
れ
ぞ
れ
遅
く
と
も
平
成
五
年
三
月
ま
で
に
、
道

路
占
用
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
都
道
に
は
み
出
し
て

設
置
し
た
。

そ
の
後
、
被
上
告
人
A
株
式
会
社
は
、
同
年
一
○
月
二

〇
日
、
自
動
販
売
機
を
都
道
敷
か
ら
撤
去
し
た
。
次
い

で
、
被
上
告
人
B
株
式
会
社
は
、
同
年
三

月
一
二
日



に
本
件
目
録
三
記
載
の
自
動
販
売
機
を
、
同
月
一
六
日

に
本
件
目
録
四
記
載
の
自
動
販
売
機
を
そ
れ
ぞ
れ
都
道

敷
か
ら
撤
去
し
た
。
ま
た
、
被
上
告
人
C
株
式
会
社
は
、

同
月
一
三
日
、
本
件
目
録
五
記
載
の
自
動
販
売
機
を
都

道
敷
か
ら
撤
去
し
た
。

◎
上
告
人
ら
が
本
件
訴
訟
に
お
い
て
請
求
す
る
平
成
五

年
三
月
三
三
日
又
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
上
記
撤
去
の

日
ま
で
の
都
道
の
権
原
の
な
い
占
有
を
理
由
と
す
る
損

害
賠
償
又
は
不
当
利
得
の
額
は
、
本
件
の
自
動
販
売
機

が
い
ず
れ
も
道
路
法
三
二
条
一
項
一
号
及
び
東
京
都
道

路
占
用
料
等
徴
収
条
例

(昭
和
二
七
年
東
京
都
条
例
第

一
〇
〇
号
)
別
表
に
掲
げ
る
広
告
塔
に
該
当
し
、
そ
の

設
置
場
所
は
同
別
表
の
特
別
区
の
一
級
地
に
該
当
す
る

の
で
、
占
用
料
相
当
額
は
一
讃
に
つ
き
一
年
当
た
り
二

0
、
二
0
0
円

(
一
カ
月
当
た
り
約
一
、
六
八
三
円
)

で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
そ
の
一
カ
月
当
た
り
の
金
額
に

基
づ
い
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一争
点
I
に
係
る
判
断
-

道
路
法
三
二
条
一
項
は
、
道
路
に
広
告
塔
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
工
作
物
等
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
同

法
三
九
条
一
項
は
、
道
路
管
理
者
は
道
路
の
占
用
に
つ
き

占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
お
り
、

こ
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
は
、
都
道
府
県
道
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
の
収
入
と

な
る

(道
路
法
施
行
令
一
九
条
の
四
第
一
項
)。
こ
の
よ

う
に
、
道
路
管
理
者
は
道
路
の
占
用
に
つ
き
占
用
料
を
徴

収
し
て
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
道

路
が
権
原
な
く
占
有
さ
れ
た
場
合
に
は
、道
路
管
理
者
は
、

占
有
者
に
対
し
、
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
又

は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
取
得
す
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
被
上
告
入
ら
は
、
前

記
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
各
自
動
販
売
機
を
都
道
に
は

み
出
し
て
設
置
し
た
日
か
ら
撤
去
し
た
日
ま
で
の
間
、
何

ら
の
占
有
権
原
な
く
こ
れ
ら
の
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て

は
み
出
し
部
分
の
都
道
を
占
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
東
京
都
は
、
被
上
告
人
ら
に
対
し
、
上
記
各
占
有
に

係
る
占
用
料
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
又
は
不
当
利
得

返
還
請
求
権
を
取
得
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

一争
点
肛
に
係
る
判
断
一

地
方
公
共
団
体
が
有
す
る
債
権
の
管
理
に
つ
い
て
定
め

る
地
方
自
治
法
二
四
〇
条
、
地
方
自
治
法
施
行
令
一
七
一

条
か
ら
一
七
一
条
の
七
ま
で
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
客
観
的

に
存
在
す
る
債
権
を
理
由
も
な
く
放
置
し
た
り
免
除
し
た

り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
原
則
と
し
て
、
地
方
公
共
団

体
の
長
に
そ
の
行
使
又
は
不
行
使
に
つ
い
て
の
裁
量
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
債
権
で

履
行
期
限
後
相
当
の
期
間
を
経
過
し
て
も
な
お
完
全
に
履

行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
｢債
権
金
額
が
少
額

で
、
取
立
て
に
要
す
る
費
用
に
満
た
な
い
と
認
め
ら
れ
る

と
き
｣
に
該
当
し
、
こ
れ
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
又
は
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
以
後
そ
の

保
全
及
び
取
立
て
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
(地
方
自
治
法
施
行
令
一
七
一
条
の
五
第
三
号
)。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
上
告
人
ら
主
張
の
と
お
り
、
は
み
出
し
自

動
販
売
機
の
占
用
料
相
当
額
を
算
定
す
る
と
し
て
も
、
そ

の
金
額
は
、
占
用
部
分
が
一
台
当
た
り
一
甘
と
す
れ
ば
、

一
カ
月
当
た
り
約
一
、
六
八
三
円
に
す
ぎ
ず
、
他
方
、
は

み
出
し
自
動
販
売
機
は
当
時
約
三
六
、
0
0
0
台
も
あ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
東
京
都
が
、
は
み
出
し
自
動

販
売
機
全
体
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
中
に
お
い

て
、
一
台
ご
と
に
債
務
者
を
特
定
し
て
債
権
額
を
算
定
す

る
こ
と
に
は
多
く
の
労
力
と
多
額
の
費
用
と
を
要
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
本
件
に
つ
い
て
、
｢債
権
金
額
が

少
額
で
、
取
立
て
に
要
す
る
費
用
に
満
た
な
い
｣
と
認
め

た
こ
と
を
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
、

は
み
出
し
自
動
販
売
機
に
係
る
最
大
の
課
題
は
、
そ
れ
を

放
置
す
る
こ
と
に
よ
り
通
行
の
妨
害
と
な
る
な
ど
望
ま
し

く
な
い
状
況
を
解
消
す
る
た
め
こ
れ
を
撤
去
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
対
価
を

徴
収
す
る
こ
と
よ
り
も
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の
撤
去

と
い
う
抜
本
的
解
決
を
図
る
こ
と
を
優
先
し
た
東
京
都
の

判
断
は
、
十
分
に
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、



商
品
製
造
業
者
が
、
東
京
都
に
協
力
を
し
、
撤
去
費
用
の

負
担
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
の

撤
去
と
い
う
目
的
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
事
情
の
下
で
は
、
東
京
都
が
更
に
撤
去
前
の
占
用

料
相
当
額
の
金
員
を
商
品
製
造
業
者
か
ら
取
り
立
て
る
こ

と
は
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
し
て
も
、
そ

れ
を
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
事
実
関
係
の
下
で
は
、
東
京

都
が
被
上
告
人
ら
に
対
し
て
前
記
損
害
賠
償
請
求
権
又
は

不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
こ
れ
を
違
法
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
こ
れ
と
同
旨
の
原
審

(東
京
高
裁
)
の
判
断
は
正
当
と

し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文

(上
告

棄
却
)
の
と
お
り
判
決
す
る
。

お
わ
り
に

本
件
は
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
が
既
に
撤
去
さ
れ
た

後
に
、
行
政
が
当
該
自
動
販
売
機
の
所
有
者
か
ら
占
用
料

を
徴
収
し
な
く
て
も
、
違
法
で
は
な
い
と
い
う
判
断
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
冒
頭
に
触

れ
た
よ
う
に
、
は
み
出
し
自
動
販
売
機
が
社
会
問
題
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、
自
動
販
売
機
の
所
有
者
の
自
主
的
取
組

み
が
促
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
平
成
六
年
一
月
に
は
、
た
ば
こ

や
酒
類
の
自
動
販
売
機
を
道
路
か
ら
は
み
出
し
て
設
置
し

歩
行
者
の
通
行
を
妨
害
し
た
な
ど
と
し
て
、
市
民
団
体
の

告
発
を
基
に
大
阪
府
警
が
道
路
法
違
反

(不
法
占
用
)
等

の
疑
い
で
大
阪
市
内
の
酒
類
販
売
業
者
一
六
社
･
社
員
四

八
人
、
た
ば
こ
製
造
会
社
一
社
･
社
員
一
三
〇
人
を
書
類

送
検
し
、
平
成
五
年
二
月
に
は
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
一
社
を

書
類
送
検
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
と
併
せ
て
、
平
成

六
年
一
〇
月
に
は
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
大
半
が
、
は
み
出

し
自
動
販
売
機
を
自
主
的
に
撤
廃
す
る
取
組
を
見
せ
て
い

る
。不

法
占
用
物
件
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理
者
の
不

断
の
努
力
に
よ
り
、そ
の
是
正
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

突
出
看
板
等
全
国
の
道
路
に
は
多
く
の
無
許
可
の
物
件
が

後
を
絶
た
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
放
置
す
る

こ
と
に
よ
り
歩
行
者
等
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
管
理

瑕
疵
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
引
き
続
き
、
社

会
的
関
心
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
含
め
て
行
政
に
よ
る
着

実
か
つ
有
効
な
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。




